



















関⽮ 博幸 宮路 広武 林 和信 
野菜⽤の⾼速局所施肥機の開発 
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 （Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program） 
● CSTI：総合科学技術・イノベ ー ション会 議

























































































































































ステムが 使えないかという要 望が 寄せられるようになって
きました 。
 そこで、農研機構では、気候変動への適応と経営の























































































































































⽔量データの作成. ⽣物と気象, vol.16, p. 71-79.
3）堀江武・中川博視（1990） イネの発育過程のモデル化と予測に関する研究．第
1報  モデルの基本構造とパラメータの推定法および出穂予測への適⽤． ⽇本
作物学会紀事, vol.59, p.687-695. 







ステム. JATAFFジャーナル, vol.6（5）, p.62-66.
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ることもできます 。 ほ 場 内 位 置 に 対 応 付 けられ たこれらの
情報は、任意のメッシュサイズに集計し収量マップとして
表 ⺬することができます。また数 値デ ー タとして出⼒する
こともでき、これを次作において可変施肥等のほ場内の
精密な肥培管理を⾏う際の基礎データとして利⽤します。
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⼤区画ほ場乾⽥直播栽培における
収量マップを活⽤した精密施肥技術
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■ コスト低 減 効 果
 現地実証試験を実施した宮城県名取市の100ha規模
の⽣産法⼈には、30aの10区画を均平して⼤区画化し

































































りました 。 このような 条 件 で は 、 施 肥 マップ に 基 づく可 変
施肥技術を導⼊することで、適正な地⼒評価と肥培管


















（執筆者順 中央農業研究センタ  ー ⽔⽥利⽤研究領域、
東北農業研究センタ  ー ⽣産基盤研究領域、
農業技術⾰新⼯学研究センタ ー ⾼度作業⽀援システム研究領域）  
⽤語解説—












1）農研機構東北農業研究センタ （ー2018） 「乾⽥直播栽培技術マニュアルVer.3.1 






営農システムの確⽴、ファーミング システム 研 究 ,  6 .
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般、実 ⽤化の⾒ 通しが 得られたことから、開 発 機の概
要と性能について紹介します。
 畝成形部について、条間45cm仕様の畝形状は、天





























































































































































































（農業技術⾰新⼯学研究センタ  ー 次世代コア技術研究領域）
⽤語解説—
※1 GNSS（Global Navigation Satelite System）  全球測位衛星システム
GPS、準天頂衛星（QZSS、みちびき）、Galileoなどの衛星測位システムの総称。
参考⽂献
1）農林⽔産省 ⼤⾂官房統計部 （2016）平成27年産 野菜⽣産出荷統計. 統計表
3  都道府県別の作付⾯積、10ａ当たり収量、収穫量及び出荷量  キャベツ夏秋.   
https://www.e-stat.go.jp/dbview?sid=0003171509 （参照 2019-5-23）
2）農林⽔産省  ⼤⾂官房統計部 （2016）平成27年産  野菜⽣産出荷統計.  統計
表6 市町村別の作付⾯積、収穫量及び出荷量 キャベツ夏秋.         
https://www.e-stat.go.jp/dbview?sid=0003171651 （参照 2019-5-23）
3）来⽥⾦作（1994） 来⽥農産株式会社. 畦形成機.             
特許第2564230号. 1996-09-19.
あぜ
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によると、 ⼭ の 陰 になるほ 場 では 衛 星 信 号 の 受 信 がうま
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安全性を確保するためのガイドラインでは、 監 視 が 求め
られています2）。この監 視を前 提にどのようにロボット農
■ はじめ に   
 現在、スマート農業は、担い⼿経営や農業産出額な
どの減少の流れに⻭⽌めをかけ、再興に転じる⼿段とし


























































































































































（中央農業研究センタ  ー農業経営研究領域 ）
参考⽂献—
1）永⽊正和（2019） スマート農業・農村への期待と実現への課題.新スマート農
業―進化する農業情報利⽤―. 農林統計出版, 東京, p.5-7.










作経営を中⼼に―. 農研機構研究報告, No.1, p.33-37.
























































 農林⽔産省は、ロボット農 機の実 ⽤化を⾒ 据え、これ
までに「農業機械の⾃動⾛⾏に関する安全性確保ガイド
ライン（2017年3⽉策定、2018年3⽉改正）」2）を策定し
ており、国際規格としては「Agricultural machinery and 
tractors ­ Safety of highly automated agricultural 
















安全性等について検査し、ロボット農 機の普 及を促 進し
て農作業の安全確保につなげます。



































































































































































（農業技術⾰新⼯学研究センタ  ー 安全検査部）
参考⽂献—






ach/pdf/index-6.pdf （参照 2019-07） 
3）ISO18497：2018,  Agricultural  machinery  and tractors −  Safety  of 
highly automated agricultural machines − Principles for design
4）農研機構（2018） 安全装備検査確認項⽬と基準及び解説.          
http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/iam/contents/test/pdf/ken
sa_001_007.pdf （参照 2019-07） 
5）農研機構（2019） 安全装備検査確認項⽬と基準及び解説.          
http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/iam/contents/test/pdf/ken
sa_001_008.pdf （参照 2019-07）
6）ISO10975：2009, Tractors and machinery for agriculture − Auto-guidance 
systems for  operator-controled tractors  and  self-propeled  machines −
Safety requirements































































































































































































































































4）Daisuke Sakamoto et al. （2017） Application of livestock waste 
compost  as  a  source  of  nitrogen  supplementation  during the 
fal-winter  season  causes  dead  ﬂower  buds in  Japanese  pear 
Kosui. The Horticulture Journal 86（1）, p.19-25.
5）井⼾亮史（2016） ⽇本ナシの施肥削減．果実⽇本71（3）, p.48-52．
40















































































（有）グリーンハ トーティー アンドケイ 【栃木県】
（農）霧島第一牧場 【鹿児島県】
これまで研究開発されてきた先端技術を現場で実証
栽培管理 収  穫経営管理 施  肥
水管理 収  穫耕起・整地 移  植
全69課題に参画する実証農場一覧















































 畑  作　 6課題




畜  産　 3課題






























※1 ICT （Information and Communication Technology） 情報通信技術と訳す。






































ることなどを理 由に、多くのデ ー タを活 ⽤しきれていない状 況
にあります。これらの散 在する様々なデ ー タを共 有・活 ⽤で











 SIP での研究開発の終了に伴い、2019 年 4 ⽉より
WAGRI の運営は慶應義塾⼤学から農研機構へ移管され、
本格稼働が開始されました。本格稼働にあたっては、安⼼し









意し、W A GRI 運営主 体（農研機構）へ同意書兼利⽤申請書
を提出することにより⾏います。申請・承認後に ID の払出が
⾏われ、WAGRI でのデータの利⽤や提供が可能となります。
WAGRI の利⽤料⾦は、2019 年度については、①WAGRI で
データを利⽤する場合（データを提供する場合も含む）は⽉ 5
万円、②WAGRI でデータ提供のみをする場合は⽉ 3 万円で
す。なお、ID払出後の2か⽉間は無償で利⽤できます。詳細は
ウェブ ペ ー ジ をご 参 照ください 。また、W A G R I に関する問い
合わせは、メールで受け付けております。
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コンバインといったいわゆる稲 作 三 種 の 神 器をはじめ、より
⾼性能な機械のニーズが急伸しました。






























⾃動 化・知 能 化は是が ⾮でも進めなければならない対 策と
して 位 置 づ けられ ているところです 。
  農 機 に 追 い ⾵ が 吹 いていることは 間 違 いありません 。しか
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